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１．研究計画の概要 

本研究の主目的は、「ドライバの運転
行動・意識に影響を及ぼす路面特性の解
明」及び「ヒューマンファクタを考慮し
た性能照査型路面評価指標の提案」であ
り、具体的内容は以下の通り。 

 
(1) ドライバの運転行動に影響を及ぼす路

面特性の解明 
 損傷路面の対象となるわだち掘れ、段差、
ポットホールなど快適性を阻害する各種路
面条件を考慮し、DS走行実験によるドライ
バの注視行動、操作行動の解析による被験
者の視覚特性及び運転操作特性に基づき、
ドライバの路面に対する理解度を解明する。 
 
(2) ドライバの運転意識に影響を及ぼす路

面特性の解明 
 走行中の乗り心地、ヒヤリ・ハット感や
負担感など、運転者の路面に起因する不快
感・負担意識などの走行感受性解明のため、
ドライバの官能試験に加えて、生理指標に
基づく路面の快適性・負担意識評価を行う。 
 
(3) ヒューマンファクタを考慮した性能照

査型路面評価指標の提案 
 上記の研究成果を基に、路面状況に対応
したドライバの運転行動・運転意識のデー
タベースを作成し、既存の路面維持管理デ
ータベースを構築により、路面の要求性能
に対応した新たな路面評価手法を提案する。 

２．研究の進捗状況 
 上記計画の各項目について以下に示す。 
 
(1) について 
 測定車により国内外における実路面のデ
ータ収集を行った。収集結果は、ドライビン
グシミュレータ（DS）の走行シナリオに組み
込まれるとともに、各種路面特性を有するDS
走行実験に利用されている。具体的成果とし
て、車のモーションデータ及びアイマークカ
メラによるロギングデータの分析により、前
方車追従運転時において、路面状況の違いが
ドライバの制動操作と視認行動に及ぼす影
響を解明できた。 
 
(2) について 
 ドライバ意識及び感受性の計量指標につ
いて検討し、車のモーションデータ、生理指
標による路面の快適性評価に基づき,カテゴ
リー判断法を用いた乗り心地評価を実施し
た。結果により振動加速度の実効値と乗り心
地評価値、また路面の平坦性指標である国際
ラフネス指標と乗り心地評価値の間には、強
い相関が得られた。また、路面状態に起因す
る乗員の「感性」に着目し、路面評価に直結
する感性語を抽出し、DS により、各種路面走
行時の感性評価試験と顧客満足度分析を行
った。その結果、「補修の必要性」を目的変
数とした重回帰分析により、乗員の感性に基
づく基礎的路面評価モデルを提案すること
ができた。  
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(3) について 
 (1)及び(2)により得られた知見を基にドラ
イバの運転行動・運転意識のデータベース化
を実施している。 
 
 
３．現在までの達成度 
 おおむね順調に進展している。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 ドライバの運転行動・運転意識のデータベ
ース化を達成し、ヒューマンファクタを考慮
した性能照査型路面評価手法の提案並びに
実データによる実施例を提示する。 
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